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令和６年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果
令和６年12月発表

〇体力合計点

体力合計点は、中学校男子ではコロナ前の水準に戻ったが、小学校男子及び
中学校女子では前年度からほぼ横ばい、小学校女子は引き続き低下している。

資料５
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令和６年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果
令和６年12月発表〇運動時間（体育の授業を除く）

「運動時間が長い」児童生徒ほど、体力合計点が高くなる傾向にある。

１週間の総運動時間が420分以上の割合は、小学校で増加、中学校男子で横ばい、中学校女子は減少。
   60分未満の割合は、小学校でほぼ横ばい、中学校は減少。
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令和６年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果
令和６年12月発表〇運動に対する意識

「運動は好き」と回答した児童生徒は、それ以外の児童生徒と比べ体力合計点が高い。

「運動は好き」と答えた児童生徒は、小中学校男女ともに増加し、中学校男子では過去最高。
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○運動時間や運動に関する意識と体力合計点との関係では、１週間の総運動時間が長い児童生徒や、運動やスポー
ツが好きと回答した児童生徒ほど体力合計点が高くなる傾向がみられる

○スポーツ庁では、生活全体を通じて少しずつでも運動機会を確保し、運動好きな子供や日常から運動に親しむ子供を
増やすことを目指して、発達段階や子供の多様なニーズを踏まえた取組や、運動意欲を引き出す授業づくりなど、学校・
家庭・地域における様々な取組を支援し、子供の運動習慣の形成や体力向上の取組を推進

子供の運動習慣形成と体力向上に向けた取組について
令和６年12月

子供のニーズに応じた多様な地域スポーツ環境の整備
競技・大会志向の活動だけでなく、マルチスポーツ、アーバンス
ポーツ、レクリエーション、体験型キャンプ、パラスポーツなど、子供
の多様なニーズに応えられるスポーツ機会を提供する
（地域クラブ活動の運営団体等の整備、指導者の確保、デジ
タル動画の活用、コミュニティ・スクール等の仕組みの活用等）

幼児期からの運動習慣形成
発達段階の初期から働きかけを行い、運動を楽しむ基礎を培う
 楽しく体を動かすことの目安を示した「幼児期運動指針」、
 望ましい動きや能力を獲得ための運動プログラム 「アクティブ
チャイルドプログラム」や幼児期からの「運動遊び」の周知・普
及を行う。

体育授業及び授業外における運動意欲の向上
体育の授業等を通じて運動やスポーツが好きになり、日常から運
動に親しむ児童生徒を増やす
①体育授業へのアスリートの派遣を通じた児童生徒の運動意
欲を喚起する教育手法の普及

②体力や技能の程度、性別や障害の有無等にかかわらず
 共に学ぶ体育授業の充実
③業前業間や放課後等における体力向上の取組事例を周知

手軽に継続して運動するキッカケづくり
子供から大人まで手軽に取り組むことができる室伏長官が考案・
実演する動画を提供し、運動を行うキッカケをつくるとともに、継
続的に運動を行う習慣づくりを促進
・身体診断「セルフチェック」動画をe-learning化
・「力を引き出す」ウォーミングアップ動画を公表
・「紙風船エクササイズ」動画を公表



 目的は、スポーツの実施状況等に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とすること。

 主な調査項目は、「運動・スポーツの実施状況と今後の意向について」、「みるスポーツ、ささえるスポー
ツについて」、「運動・スポーツの価値やWell-beingについて」等から構成されている。

１．目的と主な調査項目

 調査対象・回収数：全国の18歳～79歳の男女（有効回収数：40,000人（※））
※平成27年度までは調査員による個別面接聴取で標本数3,000人であったが、平成28年度よりWebアンケート調査に変更され、回収数も20,000になった。さらに、
令和4年度から回収数を40,000人としている。

 調査方法：登録モニターを対象としたWebアンケート調査

 回収割付：人口構成比（各地域の住民基本台帳を基に数を設定）に準拠した割付

 調査期間：令和５年11月２日（木）～11月30日（木）

２．調査要領

令和５年度スポーツの実施状況等に関する世論調査（調査の概要） スポーツ庁健康スポーツ課
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参考



性別・年代別スポーツ実施率と阻害要因（一般）

（出典） 「スポーツの実施状況等に関する世論調査」（令和5年度 スポーツ庁実施）より作成
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R5 スポーツ参画状況（する・みる・ささえる）の割合（全体：18～79歳）
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※「する」の割合は、「この 1 年間に運動やスポーツを実施した日数」で１日以上と回答した者の割合
※「みる」の割合は、“直接現地”または“テレビやインターネット”のいずれかで観戦と回答した者の割合
※「ささえる」の割合は、「運動・スポーツをささえる活動」で「行っていない」と「わからない」を除いた割合


